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ドイツ語学習指導要領の可能性
―― CEFRと中学校学習指導要領外国語編を参考に――
田 中 一 嘉
群馬大学教育学部英語教育講座（ドイツ語)
（2009年 9月 30日受理）
Wie ko?nnen wir Richtlinien fu?r den Deutschunterricht an der Universita?t in Japan entwickeln?
―― einige Überlegungen zu dieser Frage unter Beru?cksichtigung
 
des CEFR und der staatlichen Richtlinien fu?r den
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nenpastete,das Mangaなど）や、ドイツの事情をよ
り正しく理解するために必要な語彙（der Bundes-
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全体にとって大きな意味をもつことになるだろう。
参考文献
Klaus-Bo?rge Boeckmann (2006) Kommunikativer Fremd-





近藤 弘・山本泰生 (1999) ?ドイツ語教育に関する教員の















吉島 茂・大島理恵（他）訳・編 (2004) ?外国語教育 II
―外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参
照枠―」朝日出版社
中学校学習指導要領 (平成 10年 12月）解説―外国語編―
(1999) 文部科学省 東京書籍












































18)中学校学習指導要領第 2章第 9節外国語 (2008) 第 1
目標
19)同 第 2 各言語の目標及び内容など 英語 1 目標
20)平成元年版は 1000語


















13回 Grammatik im Unterricht -aktueller Forschungs-
stand und Entwicklung von Forschungskonzeptenと、翌





























41)ホール（1979) 主に第 6章、第 7章
42)田中（2003）S.265ff、田中他（2007）S.254～255
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